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さ
て
、
本
題
の
「
下
茶
屋
の
道

標
は
、既
述
の
「
沢
尻
の
道
標（
富

士
道
と
大
山
道
）と
共
に
、
当
町

の
矢
倉
沢
往
還
の
東
西（
両
端
）に

建
立
さ
れ
た
貴
重
な
道
標
で
す
。

　
こ
の
「
下
茶
屋
の
道
標
」
の
案

内
文
に
よ
る
と
、
建
立
時
期
は
、

文
化
文
政（
１
８
０
４
〜
１
８
２

９
）の
頃
で
「
此
処
ま
で
来
た
が
、

こ
の
前
方
に
は
淵
が
あ
り
進
め
な

い
の
で
左
に
進
む
と
富
士
山
や
最

乗
寺
に
行
け
ま
す
」
と
い
う
旨
の

解
説
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
は
、「
片
山
す
る
な
」「
み

と
こ
ろ（
三
所
）詣
り
」
等
と
言
わ

れ
「
信
仰
と
旅（
物
見
遊
山
）」
が

高
揚
し
、
例
え
ば
伊
勢
へ
の
「
お

蔭
参
り
」
が
天
保
元（
１
８
３
０
）

年
頃
に
は
、
年
間
５
０
０
万
人
も

の
実
績
も
あ
る
と
い
う
記
録
が
有

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
呼
応
し
、
こ
の
矢
倉

沢
往
還
筋
も
当
然
賑
わ
っ
て
い
た

事
と
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
道
標
の
価
値
も
見
出
さ
れ
る
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
は
、
昭
和
40
年
代
の
こ
の

道
標
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

「
下
茶
屋（
し
も
ん
ち
ゃ
や
）の

道
標
に
つ
い
て
」（
そ
の
一
）

　「
当
町
内
の
矢
倉
沢
往
還
３

コ
ー
ス
」
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

し
て
、
下
茶
屋
の
３
つ
筋
に
建
立

し
て
い
る
「
左
　
ふ
じ
道
」（
横

に
小
さ
な
字
で
、さ
い
志
よ
う
寺
）

の
道
標（
写
真
）が
あ
り
ま
す
。
こ

の
道
標
へ
の
見
学
者
の
増
加
や
当

方
へ
の
質
問
等
か
ら
最
近
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
の
「
三
軒
茶
屋
」（
伊
勢

原
に
も
あ
り
ま
す
。）等
の
い
わ
れ

等
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
趣
や
珍
し
さ

を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。【
右
端
に
道
標
】

　
こ
の
道
標
の
建
立
場
所
の
下
茶

屋
は
松
田
惣
領（
小
名
・
中
河
原
）

で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
松
田（
郷
・
町
）

の
こ
と
を
作
家
永な

が

井い

路み
ち

子こ

さ
ん
は

著
書
の
中
で
「
現
在
も
惣
領
・
庶

子
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
の
は
貴

重
で
あ
る
。
…
こ
れ
だ
け
で
も
長

く
残
っ
て
い
て
欲
し
い
と
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
古
文
書
講
座

に
お
い
て
桐き

り
ゅ
う生

海か
い

正せ
い

氏（
高
校
教

師
）も
、
こ
れ
は
中
世
時
代
の
名

残
で
あ
る
と
解
説
頂
き
ま
し
た
。

（
因
み
に
、
惣
領
の
地
は
長
男
・

家
督
相
続
す
る
子
の
土
地
、
庶
子

は
家
督
相
続
以
外
の
子
の
土
地
）。

矢
倉
沢
往
還
18文

化
財
保
護
委
員

　草く
さ

　か
ど門

　隆た
か
し

「
大
名
行
列
保
存
会
」
に
よ
る

次
世
代
へ
の
継
承

　
戦
後
は
、
町
の
行
政
と
分
離
し
、

昭
和
51
年
6
月
に
大
名
行
列
保
存

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
以
来
、
同

会
が
伝
統
保
存
・
衣
装
道
具
の
管

理
を
行
い
、
演
技
継
承
者
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
名
行
列
保
存
会
は
渡わ

た

辺な
べ

興こ
う

治じ

郎ろ
う

会
長
を
中
心
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
演
技
・
師
匠
会
の

内う
ち

田だ

晃あ
き
らさ

ん
を
は
じ
め
、
青
年
会

有
志
の
皆
さ
ん
、
衣
装
着
付
け
部

会
の
飯い

い

田だ

富と
み

子こ

さ
ん
た
ち
を
中
心

に
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
町
の
大
切
な
民

俗
芸
能
で
あ
る
大
名
行
列
は
、
今

日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
学
校
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み
〉

〇
松
田
中
学
校
　
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
伝
承
教
室

〇
松
田
小
学
校
　
4
年
生
　

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
伝
承

教
室

　
運
動
会
演
目
　
演
舞
の
指
導

〇
幼
稚
園
　
掛
け
声
な
ど
の
指
導

大
名
行
列
と
は

　
今
か
ら
約
４
０
０
年
前
の
江
戸

時
代
、
各
領
地
を
治
め
て
い
た
大

名
は
、
江
戸（
東
京
）と
の
往
復
を
、

上
の
よ
う
な
姿
で
街
道
を
江
戸
城

ま
で
行
き
来
し
、
城
を
守
っ
て
い

ま
し
た
。

松
田
大
名
行
列
の
始
ま
り

　
明
治
の
は
じ
め
、
殿
様
の
大
名

行
列
の
形
を
、
寒
田
神
社
の
祭
礼

行
事
の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と
小

田
原
大
久
保
藩
ゆ
か
り
の
方
に
お

願
い
し
て
許
可
を
得
て
、「
奴や

っ
こ

振ふ

り
」

の
師
匠
か
ら
伝
授
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寒
田
神
社
祭
礼
の
日
に
、
神み

こ
し輿

や
天
狗
の
行
列
の
中
に
加
わ
っ
て

町
中
を
巡
行
し
て
い
た
そ
う
で
す

（「
松
田
の
文
化
財
案
内
」
参
照
）。

町
無
形
文
化
財
、

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
50
選
に
選
定

　
昭
和
46
年
6
月
に
大
名
行
列
は
、

松
田
町
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

今
年
で
46
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
52
年
に
は
「
神
奈

川
県
民
俗
芸
能
50
選
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
来
月
８
月
26
日（
土
）に

は
、
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ま

つ
だ
観
光
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
ま
つ
り
の
華
と
な
る
「
大

名
行
列
」に
つ
い
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
課
　
生
涯
学
習
係
　

☎（
83
）７
０
２
１

松田
文化財探訪

スコット先生＆テイス先生のミニ英会話 乗り物 編

★頼む時は「Excuse me」を忘れずに、礼儀正しく話しましょう！

・Excuse me, does this bus go to Yadoriki?
　このバスは寄行きですか？
・Excuse me, does this train go to Shinjuku?
　この電車は新宿行きですか？

Go to～ = ～行き
Train = 電車

Yes, it does./ No, it doesn’t
はい、そうです。
いいえ、そうではありません。

まつだ観光まつり
８月26日（土）

町指定民俗芸能文化財　松田大名行列
ひぃー はー ひぃー　　えーん やっと まーかせ
よーよんやさぁさぁさぁー　　　やー　おー
（松田大名行列の弓奴・お箱・毛

け

槍
やり

・大
おお

鳥
とり

毛
げ

の掛け声）

「松田の文化財案内」より

◎７月31日（月）には寒田神社の例大祭が行われます。現在、祭礼では大名行
列は行われませんが、酒匂川での禊ぎや勇壮な神輿を見ることができます。

大名行列は多くの方に支えられて現在まで
継承されています。
松田小学校で演舞を指導する師匠の内田さ
ん（右写真）と岩田さん

▲戦前（昭和10年頃）の大名行列
◀現在の大名行列

大
名
行
列
に
つ
い
て
の
書
籍

「
松
田
の
史
話
　
第
１
集
」「
松
田
の
文

化
財
案
内
」大
名
行
列
保
存
会
発
行「
装

束
譜
鑑
」は
町
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

「すみませんがこの○○○は、〇〇行きですか？」と乗り物の行き先を訪ねる時

第40回 あなたも大名行列に
参加しませんか？

今年は40周年を記念してより盛大に大名行
列が行われます。参加したい方、関心のあ
る方は、夏休みに行われる伝承教室に是非
ご参加ください。

民俗芸能伝承教室　
○指導者　保存会・青年会の方　
○日　時　８月16日（水）～25日（金）の内８日間
　　　　　午後７時～８時30分
○練習場所　町体育館

　詳細は、後日お知らせします。

 第１回　町民大学　
　「人生100年の時代」
　　～最後まで幸せをもとめる医療～
講師　足柄上病院元院長　
　　　堀

ほり

口
ぐち

　一
かず

弘
ひろ

さん
８月５日（土）
午前10時～11時30分
町民文化センター　１階展示ホール　

ご参加お待ちしています。

「下茶屋の道標」




